
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茨 城 支 部 便 り 

第 ６８ 号 

２０１９年７月２０日 

編集兼発行人 

谷口 正俊 
 

HITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHI 

茨城支部からのお知らせ 
*第 68期第３回 日立社友クラブ理事会報告 
・会員候補者から 81名が入会を承認され、本部会員
総数は 7,166名となった。 

*2019年５月茨城支部役員会報告 
・支部入会申込者１名の入会が承認され、会員数が

1,010名になった。 
*2019年６月茨城支部役員会報告 
・第 117 回社友クラブ茨城支部総会について改善事
項の総括を行った。 

日立社友クラブ茨城支部ホームページ  http://shayuu-iba.la.coocan.jp/ 
日立理科クラブホームページ          http://www.hitachi-rika.sakura.ne.jp/ 

１ 

第117回 茨城支部総会 
１．日時：2019年５月 24日(金)11:10～14：30 
２．場所：ホテル天地閣(日立市) 
３．出席者：126名(含招待者２名) 
４．総会：佐藤副支部長の司会で、以下の通り盛会の

内に進められた。 
①物故者への黙祷：残念ですが昨年度 26名の方が亡
くなられ、黙祷を捧げてご冥福をお祈りした。 

②支部長挨拶：多く
の会員の出席で総
会が開けたことは
喜ばしい。各活動
をさらに活発に行
うことを通して、
会員の確保にも注
力してほしいとの
ご挨拶をいただい
た。 

声で乾杯の後、懇親
会が開始された。各
テーブルを出身事業
所毎としたことで和
気藹々とした時間を
過ごすことができ
た。最後に谷口監事
のご発声で｢万歳三
唱｣を行い、再開を約
して散会した。 

③支部活動報告：佐藤副支部長より支部及び理科ク
ラブの活動状況・会計報告・2019年度組織と課題、
また 2018年度特記事項として支援してきた「ある
町の高い煙突」等の報告があった。 

④同好会活動報告：河島同好会幹事長より、各同好
会の活動状況について写真を使い報告された。 

⑤監査報告：谷口監事より支部及び同好会の決算報
告について適正である旨の報告があった。 

⑥会社概況説明：柳澤日立事業所長より発展し変わ
りゆく日立の概況と日立地区事業所のトピックス
等をご説明いただいた。 

５．展示物の鑑賞：懇親会会場設営の時間を利用して
各同好会の活動状況の掲示作品を展示し、多くの
方々に鑑賞いただいた。 

６．懇親会：瀧澤副支部長のもと、高砂常義氏のご発

住川支部長ご挨拶 

谷口監事のご発声で万歳三唱 

高砂氏のご発声により乾杯 

水戸黄門祭り花火大会 
撮影者：藤原 延弘 
撮影日：平成 30年８月３日 
カメラ：オリンパス OM-D EM10 

S速度 0.5秒、絞り f10、24コマ自動合成 
撮影場所：水戸市千波湖畔 
撮影余話：花火撮影は手動撮影で絞り f10前後 
露出時間は 5〜12 秒程度が目安と言われてい
ます。今回はライブコンポジット撮影に挑戦
してみました。これは映画フィルムで例えれ
ば 1コマ 1コマが 0.5秒だけ露光したものを
複数枚（今回は 24コマ）合成して１枚の画像
に仕上げる様にカメラが自動処理する方式で
｢色滲みの少ない精彩な画像が得やすい｣と言
われています。 

http://shayuu-iba.la.coocan.jp/
http://www.hitachi-rika.sakura.ne.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私の会社人生 
           ～楽しくもあり辛くもあり～      竹内 繁雄 

会員投稿 (第６８回 ) 

の
後
昭
和
41
年
に
勤
労
第
一
課
に
異
動
し

ま
し
た
。 

日
工
専
へ
の
合
格
数
で
全
社
一
に 

 

い
ろ
ん
な
仕
事
を
し
ま
し
た
が
、
思
い

出
は
教
育
係
で
仕
事
を
し
た
時
に
、
工
場

長
か
ら
日
工
専
へ
の
合
格
者
を
30
名
に
す

る
よ
う
目
標
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
で
し

た
。｢

日
立
工
場
は
全
社
で
採
用
数
が
一
番

多
く
、
合
格
者
が
少
な
い
の
は
納
得
で
き

な
い｣

と
言
う
も
の
で
し
た
。
そ
の
当
時
、

日
立
工
場
の
合
格
者
は
十
数
名
で
他
の
工

場
に
数
で
は
負
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
日

工
専
合
格
者
数
は
各
事
業
所
の
勤
労
関
係

者
で
競
っ
て
お
り
、
中
々
大
変
な
仕
事
で

し
た
。
私
は
女
房
に
お
に
ぎ
り
を
握
ら
せ
、

夜
に
は
志
学
寮
へ
一
週
間
通
っ
て
約
70
人

の
受
験
生
を
激
励
し
ま
し
た
。
昭
和
48
年
、

つ
い
に
30
名
の
合
格
者
を
出
す
こ
と
に
成

功
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
私
は
勤
労

部
長
の｢

生
産
功
労
賞｣

を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

都
市
対
抗
野
球
大
会
の
応
援
団 

 

昭
和
52
年
当
時
、
応
援
団
は
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
人
数
が
減
る
傾
向
に
あ
っ
て

困
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
高
卒
の

新
入
社
員
を
応
援
団
員
に
し
よ
う
と
考
え

上
長
に
提
案
致
し
ま
し
た
。
動
機
は｢

フ
レ

～
フ
レ
～
ヒ
タ
チ
！｣

と
や
る
だ
け
で
愛

社
精
神
を
高
め
ら
れ
る
と
思
っ
た
の
で

す
。
そ
う
し
た
ら｢

練
習
は
キ
ツ
イ
ん
だ
ろ

う
、
そ
ん
な
こ
と
を
会
社
と
し
て
仕
事
で

や
ら
せ
る
の
は
認
め
ら
れ
な
い｣

と
反
対

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
、
若
者
に
長
髪
が

流
行
っ
て
い
た
時
代
で
す
。
応
援
団
は
先

昭
和

38

年
４
月

16
日
、
私
は
日
立
製

作
所
日
立
工
場
に
入

社
し
ま
し
た
。
配
属

先
は
勤
労
部
山
手
総

務
課
で
し
た
。
そ
の

ず
は
こ
れ
を
き
れ
い
に
刈
り
上
げ
て
短
髪

に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
私
は
そ
れ
な
ら
と
思
い
、
個
人
的
に

一
人
一
人
を
説
得
し
て
応
援
団
員
に
し
よ

う
と
考
え
ま
し
た
。
新
入
社
員
で
、
新
入
者

教
育
担
当
者
か

ら
言
わ
れ
れ
ば

断
る
こ
と
が
難

し
い
こ
と
も
あ

っ
た
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
結

果
と
し
て

36

名
が
応
諾
し
ま

し
た
。
当
時
の

都
市
対
抗
野
球

大
会
は
東
京
ド

ー
ム
で
は
な
く

後
楽
園
球
場
で

行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
応
援
の

練
習
は
毎
日
昼

休
み
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
。｢
辛

い｣

と
か
思
う

人
も
い
た
と
は

思
い
ま
し
た
が
誰
も
私
に
は
言
っ
て
来
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
年
の
昭
和
52
年
に
野

球
部
は
後
楽
園
に
出
場
し
ま
し
た
。
短
髪

で
球
場
の
応
援
団
席
に
立
っ
た
若
者
達
の

ズ
ラ
～
っ
と
揃
っ
た
姿
に
ヤ
ン
ヤ
の
喝
采

が
湧
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
翌
年
か
ら
新
人

の
教
育
の
一
貫
と
し
て
、
新
入
社
員
が
や

る
こ
と
が
正
式
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。 

｢

春
の
祭
典｣

を
提
案
し
て
実
施 

 

昭
和
50
年
８
月
か
ら
勤
労
第
二
課
福
利

係
に
異
動
し
ま
し
た
。
私
が
新
た
に
や
っ

た
仕
事
は
、
文
化
祭
を｢

春
の
祭
典｣

に
変

え
て
部
対
抗
の
ど
自
慢
大
会
に
し
た
こ
と

で
す
。
こ
れ
も
提
案
時
、
当
時
の
課
長
に
、

日
立
工
場
創
業
以
来
や
っ
て
い
る
文
化
部 昭和 56 年の野球応援団(最前列右端が筆者) 

の
祭
典｢

文
化
祭｣

を
止
め
る
の
は
ダ
メ
だ

と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
当
時
の
日
立
会
職

域
委
員
長
の
重
機
課
の
関
谷
課
長
に
勤
労

第
二
課
長
を
口
説
い
て
い
た
だ
い
て
成
し

遂
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
文
化

祭
を
な
く
す
こ
と
に
関
し
て
は
、
文
化
部

ば
か
り
で
は
な
く
、
定
年
に
な
っ
た
Ｏ
Ｂ

か
ら
も｢

日
立
鉱
山
時
代
の
創
業
以
来
や

っ
て
来
た
伝
統
の
文
化
祭
を
止
め
る
の

か｣

や
、
先
輩
が
頭
に
来
て｢

お
前
は
馬
鹿

か
！｣

等
々
か
な
り
の
お
叱
り
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
あ
の
小
平
会
館
を
満
席
に

で
き
な
か
っ
た｢

文
化
祭｣

で
す
。
で
も
、

｢

春
の
祭
典｣

は
満
席
以
上
の
従
業
員
と
ご

家
族
が
集
ま
っ
て
、
会
館
の
前
に
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
を
敷
い
て
酒
飲
み
を
始
め
る
等
、

か
な
り
好
評
で
し
た
。
こ
の｢

春
の
祭
典｣

に
対
し
て
も
、
勤
労
部
長
に
よ
る｢

生
産
功

労
賞｣

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
日
立
工
場
の
花
火
大
会
も
そ

の
第
一
回
目
を
私
が
考
え
て
提
案
し
て
実

行
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
花
火
大
会
の
実

施
に
つ
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
と
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
あ
り
ま
す
が
、
長
く
な
る
の
で
省
略

致
し
ま
す
。 

定
年
退
職
後
は 

 

私
も
60
才
を
迎
え
、
最
後
の
職
場
は
東

京
の
日
立
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

㈱
で
定
年
に
な
り
ま
し
た
。
定
年
後
は
趣

味
で
や
っ
て
い
た
作
曲
を
プ
ロ
の
世
界
で

や
っ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｄ
は
20
枚
以
上
出
し

て
い
ま
す
。
残
念
に
も
今
ま
で
ヒ
ッ
ト
曲

は
一
曲
も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
日
立
労
組

本
部
の
創
立
五
十
五
周
年
記
念
の
労
働
組

合
歌
や
同
労
組
日
立
支
部
の
創
立
五
十
周

年
記
念
の
労
働
歌
を
作
詞
・
作
曲
し
ま
し

た
。
そ
し
て
当
時
文
部
科
学
省
管
轄
の
社

会
教
育
団
体｢
修
養
団｣

の
創
立
一
〇
〇
周

年
記
念
の
歌｢

今
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も｣

を

作
詞
・
作
曲
し
て
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
御

２ 

前
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
今
は
カ
ラ
オ
ケ
教
室
を
日
立
市

で
５
教
室
、
千
葉
県
印
旛
郡
酒
々
井
町
で

１
教
室
指
導
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
の
審
査
員
は
、
ハ
ワ
イ
・
ホ
ノ
ル
ル

で
７
回
、
沖
縄
の

那
覇
市
で
５
回
、

そ
の
他
藤
沢
市

や
熱
海
市
で
も

や
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
定
年

後
は
忙
し
く
活

動
し
て
い
ま
す
。

私
は
日
本
作
曲

家
協
会
と
日
本

音
楽
著
作
権
協

会
に
も
所
属
し
、

ペ
ン
ネ
ー
ム
も

｢

秋
田
の
ぞ
む｣

と
し
て
活
動
し

て
お
り
ま
す
。
写

真
は
、
皆
さ
ん
ご

存
知
の
歌
手
で

す
。
ど
う
ぞ
ご
覧

下
さ
い
。 

最
後
に
… 

会
社
生
活
で
は
事
務
系
の
た
っ
た
一
人

の
人
間
で
も
、
会
社(

工
場)

を
動
か
す
仕

事
が
出
来
る
も
の
だ
な
ぁ
と
し
み
じ
み
と

思
っ
た
も
の
で
す
。
今
は
与
え
ら
れ
た
楽

し
い
仕
事
を
や
っ
て
、
世
の
中
に
少
し
は

役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

茨
城
支
部
会
員
対
象
に｢

カ
ラ
オ
ケ
を
楽

し
む
会｣

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

竹
内
繁
雄
氏 

連
絡
先 

〒316
-003

3 

日
立
市
中
成
沢
町2-25

-11 

電
話:

0294
-35-

6462 

メ
ー
ル: 

h
hhh3

1063
0113

@net
1.jw

ay.n
e.jp

八代亜紀さんと 氷川きよしさんと 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員のたより  

同好会行事に参加して 

リレー随筆（６８） 

母の介護と途中下車の旅  三澤 通宏          

平成 15 年９月に 65 歳を迎え退職、
何かよい趣味はないかとモタモタして
いるうちに１年余が過ぎた。平成 17年
１月、松江で一人暮らしをしていた母
が、眼内出血で視力が低下し、一人で生
活できなくなった。そこで、子供たち４

お陰であった。 
 最も印象に残る訪問先は、但馬の竹田城跡である。
竹田城跡は雲海が発生する朝がよいとネットにあった
ので、平成 18 年５月 30 日、福知山線和田山駅付近の
ビジネスホテルに宿泊し翌朝播但線初発 5:21 の気動
車で竹田駅へ。竹田城跡へは竹田駅の北側から直登 800
メールであるが、登山口に着くと注意看板があり｢台風
23号の被害のため竹田城跡への歩道は徒歩で登ること
ができません。竹田小学校ルートは徒歩で登山可｣と。

人で分担して面倒をみることにした。私は暇があった
ので、月に２週間担当し、毎日３食作って食べさせた。
でも、２週間は非常に長いと感じた。平成 21 年 12 月
まで５年間続いたが、母の老衰が進行し歩けなくなり
一人では介護できなくなったので、特別養護老人ホー
ムへ入れた。以後も、毎月母の様子見と実家の管理の
ため数日間滞在の松江通いを継続した。 
 日立と松江を単に往復するだけでは能がないので、
途中下車して｢お城巡り｣をすることにした。これは、
約５年半続いた。北は函館の五稜郭から、最西の長崎
県福江島の石田城まであちこちのお城を訪れた。300城
を超え、主なところは見終わったので、｢国宝建造物巡
り｣(125ヶ所)に移った。これは、約１年半で終わった。
その後、平成 24年１月から｢一宮巡拝｣を始めた。当時
の Wikipediaに掲載されていた旧令制 68国 105社を巡
拝することにした。途中下車では難しい対馬国などは
除き平成 26年５月で終了した。その後は、熊野古道な
ど各地の名所を訪れた。 
 母は平成 27年６月末に 103歳で生涯を閉じた。これ
で松江通いと途中下車の旅は終った。平成 17年１月か
ら 10年半、全国各地へ旅行ができたのは、母の長寿の

これにはまい
った！ 持参し
た地図には竹
田小学校は載
っていないの
で人に聞くし
かない。だが早
朝だ。民家が多
い西の方へ歩
いて行くと、開
門したお寺が

あった。門を入り住職に聞いたところ｢送りましょう｣
との返事、これには驚いた。彼が言うには、今朝の雲海
の発生状況がよいので行って見ようと思っていたと。
そこで車に乗せてもらって城跡へ向かった。実に幸運
だった。このような幸運は二度とないだろう。５時 45
分、城跡に着いた。雲海に浮かぶ竹田城跡を心ゆくま
で満喫した。 
｢お城巡り｣｢国宝建造物巡り｣｢一宮巡拝｣は、私のホー
ムページ(http://msw316.jpn.org/)に掲載しているの
で、ご覧いただければ幸甚である。 

雲海に浮かぶ竹田城跡(早朝撮影) 

「研修会」        丸山 勝也 

た  2011 年から都合のつく限り参加させて
いただいてきました。毎回、感動するのは、
研修会世話人の方々の緻密な計画です。何
の目的で、何を堪能してもらうか、という

ことを事前に調査し実行されていることです。第 79 回
研修会では日立アプライアンス(株)栃木事業所、とち
ぎ山車会館、山本有三ふるさと記念館および小平波平
翁生家を見学、日立発祥の翁生家や現代の生産現場を
堪能しました。印象に残ったのは山本有三ふるさと記
念館で見た｢人間 どれだけ苦しみに耐えることがで
きるかによってはじめてその人の値うちがわかるの
だ｣(有三のことば集 米百俵より)にふれ、現役時代を
思いださせてもらった気がした。 
 今後も、出来る限り研修会に参加させていただき、自
分を磨き、世話人の方々に感謝しながら活き活きとし
た人生を送って行こうと思っております。 

いもので、繰り返しの実践が必要と感じます。先生は
我々初心者でも簡単に作れそうなレシピを作成してく
れますが、この年齢になると勘違いや手順ミスが付き
ものです。それでも大きな失敗はなく、おいしい料理
が完成します。食事をしながら皆で作った料理を評価
したり、他グループを冷やかすことも楽しいものです。 
私は未だ家庭での実践に至らず、妻からはなんのた

めの教室なのと揶揄されていますが、今しばらくコミ
ュニケーションの場として楽しみたいと思っていま
す。 

「料理教室」        仁木 晴久 
退職後の人との係りを保つ方法の一つと

して料理教室へ参加しました。もちろん今
後自身での料理の必要性や作る楽しみへの
期待もありました。これまで料理をほとん

どやってこなかったので、基本的なこともほとんど知
らず、毎回が貴重な体験になりました。何通りもある
野菜の切り方や、魚のおろし方等はやってみると難し

「旅行会」        五味 重則 
 列島に雪も舞う寒気が居座って桜の開
花が遅れ５日先延ばしの三春旅行会。４月
15 日は満開の滝桜に晴天温暖と天も味方
のお花見日和。里山のカタクリ群生地、花

言葉「初恋」の如く薄紫の花の絨毯が春風に萌えていま
した。お茶に漬物の山田カタクリ愛好会のおもてなし
に方言を交えた四方山話にも花。ランチは名物の油揚
のほうろく焼きに素麺。蕗の薹、鰊の山椒漬もついた春
の膳に舌鼓。城下町三春は町並みの周囲が神社仏閣で
囲まれ各所の枝垂れ桜が町全体を美しく彩っていまし
た。三春はマイカーで昭和時代に、社友会歴史探訪で
13 年前に、そして今回と３回目だが春は枝垂れ桜に｢小
さな城下町｣の風情が心を和ませてくれます。一度は行
きたいと思っていた場所、何回でも行きたい場所など
旅行会の行事はいつも興味津々、この先の企画を待望
中。元気な内にと人生の旅を重ねています。 
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同好会の行事ご案内（8月～10月） ２．第 78回歩こう会【那珂湊、湊八景を歩く】 

徳川斉昭による水戸八景選定よりも以前に知られて
いた那珂湊、湊八景を歩きます。 
・開 催 日：９月 20日(金) 雨天 10月４日(金) 
・集 合：湊線 那珂湊駅 午前 10時 
・コ ー ス：那珂湊駅発→館山の晩鐘(浄光寺)→ 

峯山の晴嵐→関戸の夕照→山上門、反射炉跡→ 
日和山の秋月(昼食)(湊公園内)→和田の帰帆 
(水戸八景の水門帰帆と同じ所)→富士坂の暮雪 

  →八幡の夜雨(八幡宮)→那珂湊駅着 
(多少の上り坂、下り坂あり 8.1ｋｍ) 

・持 参 品：弁当、飲物、雨具等 
・会 費：200円(非会員 500円) 
・申込締切：９月 13日(金) 
・申 込 先：小野瀬 秀夫 

Tel/Fax：029-282-4124 
E-mail ：h1941.0830.onose@tenor.ocn.ne.jp 

 

１．第 81回研修会【豊洲市場、築地場外、ＮＨＫ】 

東京の豊洲市場、築地場外市場、ＮＨＫ放送博物館
を見学します。皆様の参加をお待ちしています。なお
ご家族同伴での参加も歓迎します。 
・開 催 日：９月３日(火) 
・集 合：大甕駅前(常陽銀行大みか支店前) 7:00 

茨城交通日立南営業所（旧電鉄南営業所）7:15 
・帰 着：大甕駅前  18:10頃の予定 
・会 費：7,500円予定(バス、昼食代、他) 
・募集人員：先着 40名 
・申込締切：７月 29日(月) 
      住所、氏名、電話番号を連絡下さい。 
・申 込 先：奥村 清 

Tel：090-1252-7396、Fax:0294-36-0308 
E-mail：kiyoshi-okumura@net1.jway.ne.jp 

３．定例行事予定一覧(開催日・場所・時間などは各グループより、別途茨ネット等により連絡いたします) 

グループ名 連   絡   先  
実施予定日(曜日) 

場   所  時間  備   考  
8 月 9 月 10 月 

野鳥･自然観察 
グループ 

石川 皓 0294-53-7064 
aishikajp@ybb.ne.jp 

休      〜 

参加費：\300/回 
原則雨天中止 

 30(月)  粟原 
  9:00～ 
12:00 

  28(月) 
赤羽緑地・ 
久慈川河口 

  9:00～ 
 12:00 

囲碁の会 

日立 
地区 

真鳥岩男 0294-74-5285 
sp8k8z59@lake.ocn.ne.jp 

21(水) 
28(水) 

11(水)   
大会 
25(水) 

9(水) 
23(水) 大みか拠点 

 10:00～ 
(大会 
 9:30～) 

参加費：\100/回 
大会：\1000 

30(金) 27(金) 25(金) 

勝田 
地区 

七海 清 029-273-8450 
fwny8718@mb.infoweb.ne.jp 

15(木) 19(木) 
17(木)
大会 

大島コミュニ
ティセンター 

  9:00～ 
参加費：\200/回 

大会：\700 

料 理 教 室 
澁口七郎 0294-43-5134 
s-shibuguchi@net1.jway.ne.jp 

26(月) 30(月) 28(月) 
らぽーる 
ひたち 

 9:45～ 参加費：\1500/回 

卓球クラブ 
村上勝雄 0294-24-2430 
mkattyan@herb.ocn.ne.jp 

7,21, 
28(水) 

4,11, 
18(水) 

2,9, 
16(水) 

会瀬体育館 
  9:00～ 
 12:00 

参加費,会場費等 
まとめ：\4500/年 

デジカメ 
クラブ 

溝口忠憲 029-219-6576 
mizogut@beach.ocn.ne.jp 

5(月) 2(月) 7(月) 大みか拠点 
 10:00～ 
 15:00 

参加費：\1000/回 
昼食代含む 

写真五七五 
細江 徹 0294-42-9126 
tohru92@road.ocn.ne.jp 

2(金) 6(金) 4(金) 大みか拠点 
  9:00～ 
 12:00 

参加費：\300/回 
昼食別途 

パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ 

ＨＰの会 
中村 進 0294-52-5525 
ssm2332@knh.biglobe.ne.jp 

6(火) 9(月) 1(火) 大みか拠点 
 10:00～ 
 15:00 

参加費：\200/回 
昼食別途 

基礎講座 
安田 出 0294-37-1959 
yasuda@i.email.ne.jp 

20(火) 10(火) 8(火) 大みか拠点 
 10:00～ 
 15:00 

参加費：\1000/回 
昼食代含む 

勝田地区 
佐々木六漏 029-275-2567 
sasak6318@nifty.com 

27(火) 23(月) 22(火) 
ひたちなか市
ワークプラザ 

 13:15～ 
 16:00 

参加費：\700/回 

Scratch 
講座 

安田 出 0294-37-1959 
yasuda@i.email.ne.jp 

29(木) 26(木) 24(木) 大みか拠点 
 10:00～ 
 15:00 

参加費：\1000/回 
昼食代含む 

 注）旅行会(連絡先；溝口忠憲)は、開催が不定期なので、茨ネットを通じて開催をご案内しています。  

４ 

訃 報  真に残念ですが、苦楽を共にした次の 
方がお亡くなりになりました。 
佐々木義雄 平成 31年 02月 09日 満 95歳 
萩野 昌夫 平成 31年 02月 28日 満 77歳 
小池 典夫 平成 31年 03月 09日 満 72歳 
渡辺 寔  平成 31年 03月 29日 満 85歳 
堀江 龍郎 平成 31年 04月 11日 満 82歳 
大和田 勤 令和 01年 06月 06日 満 97歳 
 

編集後記 竹内さん、定年後大変身してプロの世界で
シンガーソングライターとして活躍、凄いですね。地
域住民対象のカラオケ教室、特別に茨城支部会員対象
に｢カラオケを楽しむ会｣感謝。７月は皆で東京ドーム
に日立野球部応援に行こう。三澤さん、お母様の介護
をしっかりやられましたね。その間十年半で全国のお
城巡り、国宝建造物巡り、一宮巡拝など、徹底していま
すね。いつかまた会員投稿でお城巡りのエピソード、
楽しみにしています。        谷口 正俊 


